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  第一章 緒言


  少なくとも六千年のあいだ、ペンテコステ教会とはいかなるものであるべきか、神はご自分の考えを持っておられた。地獄と罪の仕業によって人類が破滅・荒廃するのを最初にご覧になった時から、この廃墟の中からご自分のために何を引き出せるのか、神はご存じだった。彫刻家は、のみと木槌で大理石に触れる前に、自分の彫刻を明確に思い描く。画家は、筆でキャンバスの面を塗り始めるずっと前に、自分の絵を思い見る。建築家は、まだ線を一本も引かず、仕事をまだ少しもしていない時から、自分の建物を心に抱く。このように、神は最初から恵みの可能性を教会、花嫁、小羊の妻の中にご覧になっていたのである。


  純粋な真の男ならだれでも、自分の妻となるべき女性に何を望むのか、自分なりの考えを持っている。北極を指す磁針のように、妻の心は夫に対して誠実でなければならない。他の男と戯れたり、昔の恋人にみだらな視線を送ってはならない。他のすべての男から離れて、夫に対して忠実でなければならない。気高い男なら、自分に相応しくないおそれがある妻を、自分の家族、父や母や愛する者たちの所に、連れて行くことさえしないだろう。妻は純粋で誠実であるだけでなく、夫の人生の諸々の秘密に完全にあずかれなければならないし、夫の喜びだけでなく悲しみをも、夫に同情しつつ、夫の苦難の時も勝利の時も、共有できなければならない。


  このようにキリストも、どのような花嫁を持ちたいのか、ご自分の考えを持っておられた。彼は、永遠にわたって自分の連れ添いとなるべき妻の性格に関して、自分の願いをきわめて強く表明された。この結婚式を祝うために、輝かしい準備が今なされつつある。染みのないキリストが御腕に抱いて栄光の王宮の大広間に伴われる妻は、彼の考えにかなう者でなければならない。


  もし神の見解がわかるなら、もし何事でも神の御思いを見いだせるなら、諸教会がどう思っているのか、あるいは、信仰箇条がどう言っているのかは、われわれにとって少しも重要ではない。各派のたわごとなど何でもない。「主はこう言われる」に刃向かえるものなど何もない。教会に関する御旨に関して、神はわれわれを暗闇の中に置き去りにはされなかった。この問題に関するキリストの願いや願望についての明快な理解を、神はわざわざわれわれに与えてくださった。そして、キリストがご自分の教会の中にご覧になることを願っておられるものは何であれ、素晴らしいことに、十字架の力により達成可能になったのである。


  使徒行伝二章に、「理想的なペンテコステの教会」の特徴が明確に述べられているのがわかる。どうか愛する聖霊がわれわれの目を油塗ってくださり、この書に示されている真理を見せてくださいますように。


  



  第二章 再生された人々からなる教会


  理想的なペンテコステの教会は再生された人々から成る。その構成員に未回心者は一人もいない。さらに、再生に関する神の定義は人の定義とは異なる。人が聖書的に再生されることは、尋常ならぬ畏怖すべきことを伴い、通常考えられている以上のことを意味する。新約聖書が示す霊的誕生は、たんに手を挙げたり、紙に署名したり、記章をつけたり、儀式に参加したり、いわゆる「教会」なる団体に参加したりすることによって生じるのではない。


  聖書が示す再生は、深く強烈な認罪と、躊躇せず「世と肉と悪魔」を拒否する悔い改めの後に生じる。これにより、外側の生活の諸問題はすべて正される。昔ながらの認罪がさらにあり、それに続いて昔ながらの回心が生じ、その結果、昔のように叫ぶ者が起きていれば、聖霊のバプテスマを受ける候補者がもっと多くいただろう。


  しかし、今は妥協の時代であり、生み出される回心者の性質の中にその有害な結果が見られる。安楽を愛し、楽しみを追い求める、一時しのぎの妥協的教会は、健全な回心者を生み出さないし、生み出せない。何事も初めが肝心であり、特にキリスト教もそうである。義の不屈の説教者であるバプテスマのヨハネの務めの下で、あるいは、キリストご自身の教えの下で、百二十名が回心した。イエスは、「あなたたちはまことのぶどうの枝である」と言われた。彼は彼らを戒めて、「あなたたちの『名が天に記されている』ことを喜べ」と言われた。そして、大祭司の祈りの中で、「わたしがこの世のものではないように、彼らもこの世のものではありません」と御父に告げておられる。この人々は自分の網を捨ててキリストに従った。そして、「ペンテコステの日が到来した」時、彼らは「絶えず宮にいて、神をほめたたえて賛美する」生き方を追い求めるようになった。彼らは非難を抱擁し、地上の物事を手放した。


  再生は知覚可能な経験である。再生された人にはそれがわかる。自分が再生されたことに確信がないなら、それが事実かどうかだれにもわからないし、神ご自身ですらわからない。自分が上から生まれたことを十分に承知していないなら、それは事実ではなく、たとえ説教者が「あなたは再生されている」と言ったとしても、そうではない。私たちが真に再生されているなら、聖霊はそれを証しして私たちに知らせてくださる。この「証し」はそれを受ける者にとって大いに満足できるものなので、たとえ天空からの使者が現れてそれを証ししたとしても、それを有り難いとは思わないだろう。


  再生は、喜び、あたたかな宗教的感情、霊の真の情熱に満ちている。実に、「自分は完全にきよめられた」と主張している多くの人々が持つ以上に、再生は通常、このような天的恵みを生み出す。今日の宗教界には、あたたかさ、輝き、聖なる感情が大いに欠けている。救いにおける感情的要素は決して小さなものではない。「神の王国は義と、喜びと、聖霊による平安です」。喜びと平安はどちらも感情である。多くの人は「私はキリストを信仰により得ました」と言う。しかし、赦しを証しする御霊の明確な証しを一度も受けたことがない。なんたる茶番か！「信仰によって得ること」や「信仰によって握ること」等に関する私たちの教えの多くのせいで、このような嘆かわしい状況が生じたのである。愛する者よ、信仰はその中に証拠を幾らか伴うものであり、真の純粋な信仰は応答を得るものである。信仰は、それによってわれわれがあらゆる祝福を得る手段である。そして、信仰が純粋なものなら、常に御霊の証しによって称揚されるのである。


  再生はわれわれに復活の命をもたらす。われわれはもはや重い足取りで墓に向かって歩んでいるのではない。墓に背を向けて、弟子たちへの喜ばしいおとずれを携えつつ、ガリラヤに向かって疾走しているのである。多くの人は、主に防腐処理を施すための香料を担い、惨めな悲しい面持ちで、墓に向かって陰気にのろのろと進んでいる。彼らはキリストが死者の中からよみがえられたことを忘れている。キリストの心臓がひとたび脈打つとき、死の縄目は断ち切られ、封印は破られ、墓の扉は開かれて、ローマの屈強の護衛を唖然とさせて麻痺させたのである。そして彼と共に私たちも、キリストの復活の命の力により、暗い墓を抜け出して、輝かしく喜ばしい勝利のうちに、昔の生活という棺桶を登ったのである。多くの人は、キリスト教に防腐処理を施そうと、せわしなく試みている。諸教会も、もし教派や団体にすぎなければ、防腐処理を施されるおそれがある。ああ、諸教会の多くはエジプトのミイラを彷彿とさせる。石棺の中で安らかに眠っていて、公式行事の時だけ公開される。専門の葬儀屋によると、命が少しでも残っている間は、防腐剤は決して反応しないという。神に感謝せよ、生けるクリスチャンは防腐処理を施されるおそれはない。この世の防腐剤が生ける教会に影響を及ぼすことは少しもない。イエスは死者の中からよみがえって永遠に生きておられるという事実を、出て行って公表する男女に欠けているせいで、この哀れな世は死にかけている。十字架と墓は、ある観点から見ると、荒涼とした、暗く、冷たいものである。宗教告白者の大部分は十字架の北側に立っている。彼らはその暗く陰鬱な影の中で、骨の髄まで凍えており、ほとんど死にかけている。しかし、神はほむべきかな、南側があるのである。この南側は、快適で、あたたかい、日の降り注ぐ、明るい所であり、春の地である。花は地に咲き乱れ、鳥は頭上に歌う。そして、尽きせぬ命のきらめく水の泉が、豊かに溢れ出る。


  
    「我はベウラの地に着きぬ、


    　そこは愛の夏の地、


    　天の花婿の地、


    　聖なる鳩の地。


    　わが冬は終わり、


    　わが夏が来たれり、


    　大気は歌に満ち、


    　地は花をもって輝く。」
  


  



  第三章 清い教会


  「彼らの心を信仰によって清め」（使徒十五・九）。聖潔は状態であり、全ききよめは経験であり、聖霊はパースンである。われわれは聖潔の状態の中に、全ききよめの経験を通して入る。これは聖霊の全能の力の御業である。これはバプテスマのヨハネが宣言したように、キリストご自身によって施される「聖霊と火のバプテスマ」である。キリストが言わんとされたのは、一つは御霊によるバプテスマ、もう一つは火によるバプテスマというように、二つのバプテスマがあるということではなく、火によって象徴される一つの「聖霊のバプテスマ」のことである。


  水で洗ってもきれいにならないものがある。水は外側の柔らかな泥ならきれいにできるかもしれないが、火だけが内側を本質的に清めることができる。金属の鉱石は洗うだけでは清められない――破砕と溶解の過程を通らなければならない。何度も何度も原石は火の試練にさらされ、ついには不要な埃や好ましくない砂は除かれ、金属はかすから分離される。そのように、再生の水は外面的に罪を犯すことから魂を解放するが、心を聖なる罪の無いものにするには、御霊による聖化の過程が必要である。


  古井戸や坑道の中の有毒ガスは火によって一掃される。致死性のガスは炎の前に降伏しなければならない。そして、御霊の火は、講壇と会衆席の両方から、障気とマラリヤを完全に一掃する。


  蒸し暑い七月の午後、雷雨ほど爽快にするものはない。鮮やかな雷光が数回閃き、目をくらませる炎が数回駆け巡るだけで、見よ、大気は引き締まり、爽快になる。あらゆる緊急の必要の中で最も自明なものは、教会は上空からの二重の雷光に撃たれなければならない、ということである。のこぎりの歯のような雷光が説教者と人々の両方の上に臨むことを許さなければならない。この天の電気が、われわれの教会とわれわれ自身の魂の中の霊的大気を清めるであろう。あいまいさ、不信仰、疑いの霧をすべて焼き尽くし、確かさから来る確信をわれわれに与えてくれるであろう。


  傲慢な肉には火が必要である。働きの早さや有効性という点で、火にかなうものは何もない。ボストンのある医者が私に話してくれたのだが、現代科学の発見の中をいくら探しても、火抜きで機能するものは何もないとのことである。道徳界においても、われわれの性質とわれわれの諸教会の中にある傲慢な肉を癒せるものは、ペンテコステの火以外に何もない。これだけが、今日の宗教告白者の大多数のうちに顕著に見られる「自慢」、虚飾、道楽、不敬虔な見せびらかしを殺すことができる。われわれの避雷針や、あらゆる予防手段を下ろそうではないか。そうするなら、火、天の火が、天の胸壁を飛び越えてわれわれの上に降りかかり、われわれの高ぶりをすべてほふり、われわれの滓や屑をすべて除き、銀を駆逐してくれるであろう。そして、籾殻や値打ちのないものからことごとくわれわれを解放してくれるであろう。この解放は喜ばしいものである。


  ペンテコステを受けた者たちは、清い聖なる生活を送る。彼らは決して習慣的に不潔なことを行わない。その不潔な行為が秘密のものであるか、既知のものであるかは関係ない。彼らは決して不潔な思想、みだらな欲望、聖くない情熱に耽らない。ぶどう酒、ビール、タバコ、コカイン、アヘンを用いない。教会名簿に名前がある人でも、いま述べたこれらのものに耽っているかもしれない。しかし、そのような人は板塀の上に名前があるのも同然である。なぜなら、それでその人はペンテコステの群れの構成員になるわけではないからである。その人は「集会所に属している」かもしれないが、この幸いな火を戴く群れの一人ではない。


  この神なき世の秘密結社や、社交クラブや、キリストなき組織と汚れた関わりを持つ人々、この世の商売上の詐術という愚行を犯す者たち、怪しい事業を促すために自分の影響力を人に貸す者たちは、二階の部屋の炉を経過したことがないのである。ペンテコステのクリスチャンたちには「清い手と清い心」がある。聖書の中の「手」という言葉は、外側の、明白な、目に見える生活のことである。人の目に見えるもののことである。この言葉は行いと関係している。生活は清くなければならない。人がこの世と密接な関係を持つなら、汚されずにはすまない。ロトはソドムに住んで、ソドムの住人の間にいたので、ソドム人になりかけた。不義な生活を送っている人々と親密な関係を持つことは、クリスチャンにとって道徳的退行を常に意味する。「清い手」はいかなる賄賂も受け取らない。不義な取り引きをしない。一ヤードに対して三十五インチ与えることはないし（一ヤードは三十六インチ、訳注）、一ポンドに対して十五オンス与えることもない（一ポンドは十六オンス、訳注）。負債を支払う時、本当はもっと支払えるのに、一ドルにつき四十セントしか払わないというようなことはしない（一ドルは百セント、訳注）。


  舌による会話もこの生活の中に含まれる。会話は清く、慎み深くなければならない。決して不作法だったり、下品だったりしてはならない。下品な仲間との嘲り話のようなものを、ペンテコステの聖徒は決して口にしてはならない。


  「清い心」という句は、内側の、目に見えない、隠れた性質――神にしかわからない性質――と関係している。高ぶり、怒り、嫉妬、妬み、争い、私心、世的な野心、聖くない気性が全くない状態のことである。教会や国の中で地位や立場を得たいという願望は一掃された。ペンテコステの教会に属するわれわれには、羨望すべき地位にある人など一人もいない。われわれは地位を得るために裏で糸を引いたりなどしない。われわれは教会の外だけでなく教会の中でも、政治的悪巧みから救われている。敬意をもって互いに譲り合う。不安になることなどありえない。神がわれわれのためにすべてを案配してくださるからである。


  心が清いなら、聖霊は不機嫌、苛立ち、神経過敏、怒りっぽさから、われわれを全く救ってくださる。侮辱されても滅多にそれに気づかないし、それゆえ、腹を立てることもない。キャラダイン博士が言うように、われわれは「冷たい態度や冷たい言葉を受けても生きていける」のである。われわれは軽蔑されても気にしない。だれかがわれわれに注意を払ったとしても、それはわれわれの身に余るものであり、明らかに過大評価である。


  ペンテコステ前の弟子たちの場合、心の不浄さが行動、気性、野心として、どれほど明確に現れたことか！利己的であり、最高の地位を欲しがった。例えば、ヨハネとヤコブは首位の座を得ようと手を尽くした。その結果、この二人の兄弟の求めを聞いた十二人の残りの者たちが発した怒りと憤慨を見よ。しかし、二階の部屋の経験を通った彼らの場合、彼らのうちに嫉妬や私欲の証拠を見つけようとしても無駄である。このペンテコステの電気処刑により、自己の命は永遠に終わったのである。


  この火の清めは、今日、教会をどれほど救ってくれることか！役職を求める説教者たちが司教を引き止めて長話することはなくなるであろう。この絶え間ない陳情活動――長老長や最高責任者がそのあわれな被害者である――はやむであろう。人々は、最高の職を得ることよりも、キリストに対する献身的愛情と、その御旨のための自己否定を示すことに、やっきになるであろう。思いがけないこと――つまり、役員の席が一つ空いた、というようなこと――があるかもしれないが、その地位につくための策をでっちあげるために徹夜する人はだれもいなくなるであろう。


  将軍志望者は今日大勢いる。神の軍隊を喜んで指揮したがる輩は大勢いる。連中は鈴をつけた羊になりたがる。他人ではなく、自分が鈴を鳴らさなければ気がすまない。鈴をつけた羊になれないなら、羊でいることに我慢できなくなって、山羊になってしまう。確かに、われわれには聖くない野心を根絶する聖なる炎が必要である。


  ペンテコステの前、弟子たちは党派心に満ちていた。ある哀れな人が、悪鬼どもを追い出して有頂天になっていた。「その人はわれわれに従っている人ですか？」「いいえ」「その人をやめさせなさい。リバイバルを止めなさい。当局に苦情を申し立てなさい！これは分派です！分裂的です！脱退主義です！」。どれほど称賛すべき働きでも、その働きを導く者たちが自分たちとあらゆる点で一致していないかぎり、それに少しも同情しようとしない人々が大勢いるのである。


  ペンテコステの前の弟子たちは、復讐心を現した。「反対だって？」「火を呼び下せ！」「われわれの宣べ伝えを聞きたがらないだって？」「硫黄の雨を降らせよ！」。これが、いわゆる聖潔の説教者たちの中にすらある、キリストに似つかわしくない精神である。「われわれはあなたを罰せませんが、神にはできます。主にわれわれの復讐をしてもらいます」。神の御子の柔和さ、へりくだった心と、なんとかけはなれていることか。神の御子は「さげすまれ」「拒絶され」ても、口を開かなかった。われわれが聖められる時、復讐や報復はわれわれの中から焼き尽くされる。そして今後、聖くない憤りが魂の中に所を見いだすことは全くなくなるのである。


  



  第四章 力ある教会


  「聖霊があなたたちの上に臨んでから後、あなたたちは力を受ける」。力がなければ成功はありえない。力こそまさに成功の条件である。力こそ、神の民にとって大いに必要なものである。なぜなら、力があるとき、失敗はありえなくなるからである。欽定訳で「力」と訳されている言葉は、それから「ダイナマイト」という用語が取られた言葉である。実に、「聖霊があなたたちの上に臨んでから後、あなたたちはダイナマイトを受ける」と読んでも、この御言葉を損なったことにはならない。「見よ、わたしは敵のダイナマイトを上回るダイナマイトを、あなたたちに与えた」。このようにペンテコステの力は、霊の世界では、物質界のダイナマイトのようなものであることがわかる。使徒たちの務めにおける、その爆発的転覆力を考えよ。「この世をひっくり返してきた者たちがここにもやって来た」。肉的な心には、この世は上下正常に見える。しかし、現実は上下逆さまであり、聖霊の逆転させるダイナマイトが必要なのである。


  この力がわれわれに約束されており、この力があれば成功は確実である。この力を持つことは特権であるだけでなく、積極的義務でもある。われわれは確かに、「盗んではならない」と命じられているのと同じように、「主にあって、その大能の力により、強くあれ」と命じられている。それゆえ、クリスチャンであるあなたが授業や証しの集会で立ち上がって、自分の「弱さ」、「欠点」、「曲がった歩み」、「くだらない意見」について語ることは、窃盗、情欲、虚偽の性向について語るのと同じくらい、不適切なことである。弱さは蔓延する病であり、力は蔓延するエネルギーである。私は弱くてはならない。なぜなら、弱さは失敗を招く災難であるだけでなく――高き天から見て犯罪だからである。


  人は経済的支援に応じて経済的に強くなるのだとすると、われわれはどうしてわれわれの霊的支援に見合うほど強くなれないことがあろうか？天の資源が完全に尽きないかぎり、われわれは決して失敗することを考えるべきではない。天が破産したことが確かでないかぎり、われわれは敗北の準備をするべきではない。われわれは御座につながれているのだから、われわれが倒れることを予期するのは、白い御座そのものが倒壊し、ぐらつき、沈む時だけである。栄光！たいていのクリスチャンは、倒れるための軟らかい場所を探している。転ぶ準備をしている。「恵みから落ちるというこの幸いな昔ながらの教理を決して手放すことはできません」と言った姉妹のようである。彼らは堕落を徹底的に信じ込んでいるので、しばしば堕落に耽るのである。


  堕落は不可能である、とはだれも言わない。しかし、罪を犯す必要はないことは確かである。われわれは完全無欠を宣べ伝えているのではない。罪から救い、人の心に勝利を得させる能力と力を持つ神の恵みをあがめている。「神には何でもできます」。「信じる者は何でもできます」。信仰は恐れを勇気に、「曲がった道」を王の道に、「貧弱な努力」を輝かしい「偉業」に変える錬金術である。恐怖を恐れるなら、恐怖がわれわれに臨むであろう。「曲がった道」に関する話に耽るなら、話すべき多くの「曲がった道」に陥るであろう。自分の公的メッセージのことを「くだらない意見」と言う者は、大抵の場合、自分の話の真の性質を述べているのである。自分の公的メッセージは「くだらない」と思うなら、それはくだらない。それほど、信仰の重要性は大きいのである。人が神からのメッセージを受けて、それを「天から遣わされた聖霊と共に」解き放つなら、自分の務めのことを「努力」や「奮闘」として述べることは決してないだろう。奮闘のみでは奮闘でしかなく、奮闘することで満足するしかない。成功談とは無縁であり、勝利は期待できない。ほとんど期待しないので、決して失望もしない。


  繰り返そう。ペンテコステの教会は力ある教会である。この力は数の力ではない。事実、イスラエルは数が最も大きかった時、しばしば最も弱かった。他方、ギデオンの三百人は三万二千人より強かった。六百人の会員がいる教会の多くは、小人、一寸法師、発育不全の赤ん坊でいっぱいである。「新しく生まれた赤ん坊は御言葉の純粋な乳を望む」が、赤ん坊が生まれたとしても、彼らには赤ん坊をどうすればいいのかわからない。というのは、五年間、一人も回心者がいなかったからである。この発育不全の虚弱な人々は、「不機嫌」で、気難しく、喜ばすのが難しい。かわいがり、甘やかし、かぐわしい木綿で包んでやらなければならない。それには、勤勉な二人の牧師が絶えず世話する必要がある。


  多くの会員がいる多くの教会団体は、苦労して、かろうじて存在を保っているにすぎない。事業を続けるのに必要なお金を何とか工面するために、怪しい方法をほとんど何でも用いている。他方、聖潔の小さな宣教団の中には、地的な支援が全くないのに、数百の魂を救っているものがある。われわれはニューヨーク市のある小さな聖潔の宣教団を知っているが、その宣教団は月平均百三十五名の回心者を得ている。このように、神は量より質にこだわっておられることがわかる。イスラエルは、数にたのんで人々を数え始めるたびに失敗した。イスラエルに必要なのは、ただ神だけだったのである。どの時代にも、人数を数え、群衆に頼る傾向がある。今日なされている取組は、見かけをいっそう華々しくすることである。奉仕者たちは、会員を増やすことに力をすべて費やすという重大な過ちを犯している。われわれは立ち止まって、今いる者を清める必要がある。会議や年会に大きな数字を報告することはできるかもしれない。しかし、裁きの日が来て、水増しされた統計が実際の数まで切り詰められる時、自分の会衆を認めることができないかもしれない。間に合わせの聖職者の大群を持つよりは、むしろ、この世から分離されて上空からの凝縮された稲妻に満たされた半ダースの男女を持ちたいものである。著者はある人々を知っている。その人々は貧民街から連れ出され、救われ、全くきよめられ、癒され、数珠電光で充電された人々である。私は説教する時、司教の一団に支えてもらうよりは、むしろ、この人々に講壇のそばに座ってもらって、祈ってもらいたい。


  また、理想的なペンテコステの教会の力は、知性や頭脳の力ではない。知識は力である、と言われている。しかし、頭に多くの知識を詰め込んではいるものの心が飢えている多くの人々は、日に日に弱っている。いま述べているこの力は、神学校、単科大学、総合大学の所産ではない。この力は形而上学的研究や哲学的考察には由来しない。古代のギリシャ人たちは教養があり、よく洗練されていたが、この力に全く欠けていた。中国のかび臭い記録によると、中国人は科学的手法に関する鋭い洞察力を持ち、その頭脳は諸々の哲学を豊かに生み出した。しかし、孔子の全盛時代でさえ、天人たちはこの力について何も知らなかった。コリントは修辞学で有名であり、学識の誉れが高く、現代のオックスフォード、エジンバラ、ボストンのようなものだったが、悪徳と犯罪で悪名高かった。教養あるきわめて洗練されたニューイングランドの最高に頭脳明晰な会衆の多くも、地獄から現れた、きわめて浪費の激しい、きわめて浅薄で、きわめて愚かしい、きわめて貧弱な悪魔に対抗するのに十分な霊的力を持っていなかった。ボストンの「四百人」の中には、異教のビルマ人の子供じみた不毛な宗教以上の何物も欲しない者がいた。たとえ「クリスチャン・サイエンス」と称されていたとしても、この名称はその真の特徴を覆い隠せない。なぜなら、それはキリスト教的でも科学的でもないからである。われわれは無知を重んじない。神に感謝すべきことに、われわれにはわずかながら学者や議員もいる。彼らは霊性の力を知っており、自分の学識、雄弁、博学に頼ることを差し控えて、聖霊ご自身に信頼する十分な知恵を有している。しかし、ああ！神学博士（Ｄ．Ｄ．）、法学博士（ＬＬ．Ｄ．）、哲学博士（Ｐｈ．Ｄ．）の多くの哀れな説教者たちには、不可（Ｎ．Ｇ．＝No Good）の称号を加えなければならない。


  さらに、この力は富の力ではない。この力は、家畜の群れ、青々とした広大な土地、金や銀の山、株や債権から成るのではないし、いかなる形態の物質から成るのでもない。ペンテコステの教会の構成員たちはほとんど何も持っていなかった。自分の持ち物を売り払い、喜んでそれを主の宝庫の中に投げ入れた。この世では、経済状況によって会衆を測ることがしばしばある。天ではそうではない。神は金銭を求めておられない。神は乞食ではない。「諸々の丘の牛は主のものである」。御手の中に神は宇宙の富を握っておられる。神は経済的に何も必要としておられない。


  初代教会では、金銭はたとえ問題になることがあったとしても、二次的な問題にすぎなかった。草創期の説教者たちは、貧しくても動揺しなかった。「銀や金は私にはない」と、宮の門で足萎えに会った時、ペテロはヨハネと共に言った。今日、委員会の会合、執事たちの理事会、婦人支援協会等でもっぱら耳にするのは、「金！金！どうやって金を集めよう？」というお粗末な叫びである。「どこから金を得よう？」が、教会で何かを企てる時の最初の問題である。親睦会、遊興、展示会、バザー、祭り、掃除訓練、懇親会、マザー・グース会、粗末な夕食、焼き貝、豆の食事、カキのシチュー（カキがほとんど入っていないもの）、その他、地獄が考案したありとあらゆる悪魔的な罠が、金を集めて神の聖なる働きを進める目的のために、頼みの綱とされている！十セントの値打ちのカキを二十五セントで売って、罪人たちから金を巻き上げなければならないほど、われわれがこんなにも貧しいとは、なんという恥だろう！われわれの神は乞食ではない。


  キリストが説教者たちを任命された時、道中必要なものの備えはできているということ以外、金の話は何もなかった。教会が金持ちになるたびに、教会は罪人たちに罪を認めさせて回心させる力を失った。ある修道士たちが輝く金の巨大な山をせっせと数えていると、その部屋にトマス・アキナスが入って来た。「教会が『金銀は我になし』と言うことを余儀なくされた時代は過ぎ去りましたね」と、金を数えていた者の一人が感想を述べた。少しのあいだ真剣に考えた後、「天使博士」は答えた。「確かに。そして、『ナザレのイエスの御名により、立ち上がって歩け』と教会が言えた時代も過ぎ去りました」。一般的に言って、教会の建物に金がかかるようになるほど、その団体の霊性は減少し、教会の尖塔が高くなるほど、実際の敬虔さは低下するものである。


  われわれは金持ちに迎合するという重大な過ちを犯している。「貧しい身なり」をした人が集会にやって来て、席を探しても見あたらず、しまいには扉近くの不便な席で我慢するよう強いられるのをしばしば見かけて、筆者は驚き、痛みを覚えた。しかし、「良い身なり」で「金の指輪」をした人が現れると、たちまち半ダースの人々が立ち上がって、訪問者を前に案内し、まるで魔法のように信者席が空くのである。これはすべて「金持ち」が席に着くためである。


  教会の力は、頭脳、人数、教養、弁舌、学派から成るのではない。位、称号、王権、王座、株や債権にあるのではない。理想的なペンテコステの教会の力は聖霊ご自身である。聖霊だけが主のこの偉大な軍隊の力である。聖霊はたんなる影響力ではない。聖霊は、神の息吹、神から流れ出たもの、神の抽象的な力ではない。聖霊は神ご自身であり、三位一体の第三格位である。聖霊が教会の中に到来するのは、その個々の構成員の中に到来されることによる。こうして、その全能のエネルギーにより、聖霊は教会を清め、充電し、力を賦与されるのである。


  



  第五章 力ある教会（続き）


  霊的力とは実際のところ何であるのかに関して、ある誤解が広まっている。霊的力は、単科大学を設立したり、総合大学を維持するための力ではない。霊的力は、芸術や科学を教える力、ピラミッドを建てる力、蒸気船を走らせる力、急行列車を走らせる力、電信通信を確立する力ではない。こうしたものは、純粋なペンテコステの力ではない、他のエネルギーや力による。霊的力は、政治的悪巧みのためではないし、賢く政治を執り行うためでもない。この力が特別に働いて達成されたのではない事柄、良い事柄が、おそらくたくさんある。


  積極的には、霊的力は悪魔の働きを滅ぼして、人を罪と地獄から救う力である。しかし、悪魔の働きはどこにあるのか？悪魔の働きは滅ぼされなければならないというのなら、その場所を特定して、そのありかにこの力を適用しなければならない。「悪魔の働きは酒場、酒商売にあります。ですから、この地獄的事業を打倒するために全力を尽くす人々を見つけなければなりません」と主張する人もいる。他の人々は、売春宿、社会的不潔や放縦が悪魔の働きである、と信じている。これに影響されて、ある人々は風紀矯正運動に全力を尽くしている。また他の人々は、「悪魔の働きは秘密結社の中に宿っている」と言い張って、それゆえ、これらのキリストなき組織の打倒を目指して全力を注いでいる。これらの巨悪を維持するために悪魔が活発に働いていることをわれわれは認める。しかし、悪魔の作業場、仕事場、試料作成所を見つけるには、これらよりも正解に近い道を取らなければならない。われわれが述べているその場所とは、人の心である。人の心から悪魔の働きが一掃されるなら、男は酒場を離れ、女は売春宿を捨てるであろう。秘密結社の会員は自分の階位を放棄し、この世の諸々の係累は断ち切られるであろう。


  悪魔の働きのありかはわれわれの頭脳や知性ではない。仮にそうだったなら、エール、、ハーバード、ブラウン、アマースト、ダートマスが、この病を癒せたかもしれない。罪のありかは体でもない。どんな薬も罪には届かない。たとえ人が神の力によって癒されたとしても、生来の罪から必ずしも解放されるわけではない。神の癒しの素晴らしい事例がたくさん記録されているが、癒された人は潔められなかったのである。罪のありかは心の中である。罪は人の霊的な情緒的性質である。「心の中から悪しき思い等が出る」とキリストは仰せられた。


  ペンテコステの力、聖霊の力は、木の小枝や大枝を取り扱う代わりに、斧を木のまさに根元に置く。この力は、高ぶり、怒り、嫉妬、悪意、妬み、争い、短気、俗悪さ、聖くない野心、情欲、そして、複雑きわまりない枝葉末節の中にあるあらゆる不純物の根幹をことごとく攻撃して滅ぼす。この力は、不平、泣き言、不機嫌、気難しさ、恐れ、神経過敏から、完全にわれわれを解放する。幸いなことに、この力は、あらゆる虚飾、嗜好、自慢からわれわれを救い出す。悪行を誇る大言壮語や自慢話は全くなくなる。誉められたり表彰される時に現れる、肉性の特徴であるあの腐った「増長」は、さらに堅固で申し分のない実質に所をゆずる。人々はへつらって、「お世辞」を言うかもしれないが、聖霊の人は増長しない。人々は批判し、厳しく非難し、無慈悲に罪に定めるかもしれないが、それでも聖霊の人は落ち込まない。


  このペンテコステの力は、教会の中で地位を求める渇望から人を解放する。自分の欲する地位を握りしめる人はだれもいない。他の人が自分より用いられても、気分を害さない。他人が栄誉を受けて、自分は無視されても、「傷」つかない。他人の繁栄を喜ぶ。しかも、気取って偽善的に喜ぶふりをするのではなく、「他人を敬って」推薦する、心からの真の喜びをもって喜ぶのである。


  「聖霊来臨」によりわれわれはこのような力を授かるので、あらゆる働きが容易になる。「わたしのくびきは容易である」と主は仰せられる。聖霊の賜物を受けた者は、人に従属するものや外側の環境に拠り頼む必要はない。筆者はある日、教会の会員の一人と共に、ナラガンセット湾を船で下っていた。すると突然、その兄弟がウォーカー・アーミントン号に筆者の注意を向けさせて、「この種類の船は大西洋岸ではこの一隻だけです」と言った。「この船の何が特別なのですか？」と筆者は尋ねた。なぜなら、その船は湾を満たしている多くの美しい四本マストのスクーナー船の一つにすぎなかったからである。「見てください」とその紳士は言った。「マストの一つのてっぺんから黒い煙が出ているでしょう。あの船にはエンジンが積んであって、曳航船の助けがなくても、この曲がりくねった海峡を行き来できるんですよ」。私は思った。「これこそ自分の経験を示す象徴にほかならない。聖霊を受けてからというもの、曳航船に頼らなくなったのだから」。


  あの堂々たる優雅な「浮かぶ宮殿」である「コネチカット号」が、ある朝、濃霧の中、プロビデンス港に近づいてきた。この蒸気船がフィールズ・ポイントを回った時、その操縦士は霧笛を聞き逃し、この巨船は砂州に乗り上げてしまった。巨大なエンジンをフル稼働しても、蒸気船は左右にかしぐだけで、船体をますます堅く砂の中にめり込ませるだけだった。曳航船が送られてきたが、多くの曳航船が力を合わせても、この船を浮かび上がらせることはできなかった。では、どうすればいいのか？なすべきことはただ一つ。神の月が、その重力の魔法により、海面を五フィート高くするまで待つことだった。こうして、「コネチカット号」は全く易々と浮かび上がったのである。船体竜骨下の五フィートの神の水は、曳航船全体よりも価値があったのである。自分自身の奮闘をやめる時、われわれも同様である。自分を引き出してくれる友人たちに頼るのをやめる時、目を人間的なあらゆるものから転じて偉大な神に向ける時、神は御胸の中に溢れている愛の潮流でわれわれを引き上げ、全く易々と静かな港に送ってくださる。われわれを引っ張ってバラバラに引き裂く代わりに、神は優しく「永遠の御腕」を私たちの下に置いてわれわれを引き上げ、あらゆる砂州や浅瀬から速やかにわれわれを遠ざけてくださる。神にすべてをお任せする時、喜ばしいことに、すべてはとても容易になる。偽教師たちは「天は自ら助くる者を助く」とわれわれに言う。神はわれわれにできる以上のことを何もなさろうとしない、というのである。しかし、これは聖書的ではなく、有害な教えである。こうして、数千もの人々は、自分の聖くない努力を補ってもらうことしか、神に求めないのである。彼らは自分が完全に失敗した時だけ、神に頼る。極度の窮地に陥った時だけ、神に頼る。なんとあわれなことか！われわれの行いはすべて致命的である。自分には何もできず、キリストがすべてをなさなければならない地点に、われわれは到達する。「あなたたちはこの戦いで戦ってはならない。この戦いはあなたたちの戦いではなく、神の戦いである」。「『権勢によらず、能力によらず、わが霊によって』と主は仰せられる」。「彼の安息の中に入った者も、神がご自分の働きを休まれたように、自分の働きを休んだからです」。聖霊を受ける時、われわれは仕事から引退して、休息する。決して終わることのない休息の安息日に、破られてはならない安息日に入る。


  われわれが自分のことで汲々としているかぎり、神はこの独占事業をわれわれに丸投げされるであろう。これはひどく辛い働きである。しかし、われわれが神を受け入れる時、神が全責任を負ってくださり、すべてを案配してくださる。われわれは仕事を離れる。在庫、備品、台をすべて神に売り払う。自分の持ち物すべてについて、所有権譲渡証書を造る。われわれはすべてを渡す。過去も現在も未来も、既知のものも未知のものも、将来の友も敵も、富も貧困も、繁栄も逆境も、来たるべき征服も失敗らしきものも。われわれの誉れは献身にある。もはや誉れを求めない、守らない、顧みない。悪魔がわれわれに関して人々の口から口へとつまらない噂話を流布しても、もはやそのような噂話を追いかけようとうずうずするのをやめる。われわれは自分自身を所有物すべてと共に神に明け渡した。新聞を明け渡し、鍵を手渡した。神は借金を帳消しにし、税金を払い、資産を管理して修繕してくださる。なんたる救い！ハレルヤ！


  



  第六章 証しする教会


  「あなたたちはわたしの証し人になる」。「彼らはみな語り始めた」。自然に、本能的に、証しする舌が動き始めた。火に触れた弟子たちは、座り込んで静かな集会をしようなどとは決して思わない。同じように、自分たちのために話したり歌ったりしてくれる人を雇おうなどとも思わない。証しは教会生活に必ず伴うものである。教会が自分の偉大な中心からさまよい離れ、聖霊を無視して拒絶する時だけ、教会は自分の証しを失う。


  この世の口を封じて、心をおののかせる認罪を魂に臨ませる方法を、神は定め、考案された。しかし、この方法の代わりに、無数の様々な代替物が提供されている。証しの代わりに、宗教活動をさらに盛んにすることの方が好まれることもしばしばある。この活動がどんなに良いものだとしても、証しによって成就されるよう神が意図された目的を、活動は決して遂げることはない。「酷く汚れた人」や、救われておらずわれわれに魅力を感じていない人に手を差し伸べるには、科学と宗教の調和についての小論では駄目である。正説を弁護する学問的論文や、薔薇の香りがする女子高生の「十九世紀の三月」についての作文では駄目である。そうした話題は説教者の知的訓練には有益かもしれないが、会衆には難しすぎるし、罪と大きく口を開けている地獄から人々を救うことは全くできない。


  生き生きとしている教会には、絶えず鳴り響く証しがある。次の言葉はこれを見事に述べている。「声なき教会は力なき教会である。聖霊は証しするための力である。聖霊は証しに、抵抗することも反駁することもできない力を与えてくださるのではないだろうか？人々に手を差し伸べる方法は、議論や論理的三段論法によるのではなく、真に生きている証し人たちの証しによる。この証し人たちは、確かな事実に由来する確信を持っており、『自分が知っていることを話す』人々である」。反対者は、論理には論理で、ギリシャ語の語根にはギリシャ語の語根で、学派の業界用語には同様の用語で応じることができる。しかし、経験に対して、確かに知られているものに対して、なすすべを知らない。


  悪魔はこれまで常に、激烈な攻撃の矛先を、公の証しに向けてきた。心の中で信じるだけで反対を受けた人はだれもいない。家庭の中で敬虔だったために反対を受けた人はわずかしかいない。しかし、これまでずっと、イエスのための公の証しに対して、地と地獄は総力を結集してきたのである。ローマ帝国は、初期の諸教会の証しを潰そうとして、力を消耗し尽くした。十の激しい迫害が矢継ぎ早に続いた。証し人になることは死ぬことを意味した。それで、証し人（殉教者）という言葉は、「イエスの証し」のために死ぬ人を意味するようになった。しかし、数十万の人が血を流したにもかかわらず、諸教会は「増殖して成長した」のである。初期のクエーカーたちが受けた厳しい迫害の間、大人の会員は投獄されて、ついに公の集会を続ける人はだれもいなくなってしまった。この公の証しはなくなってしまうかに思われた。しかし、この友会の子供たち、十歳、十二歳、十三歳の子供たちが共に集まって、父母が牢屋にいる間、集会を維持したのである。激しい凶暴な迫害が、この敬虔な若者たちに向けられたが、地上や地獄のいかなる力も、火で満たされた彼らの証しには立ち向かえなかった。灼熱の輪が彼らの舌の上に置かれたが、それでも、不明瞭な痛ましい言葉で、彼らは依然として証ししようとしたのである。


  ある時、三人のクエーカーの奉仕者たちが火あぶりの刑に処せられた。迫害者たちは、二人目と三人目が一人目の死を目撃するように、そして、三人目が一人目と二人目の苦しみを見るように案配した。三人は示し合わせて、最初に火あぶりにされる者は、もし信仰がなくならなければ、意識がある最後の瞬間に片手を挙げて、そうして他の二人を励ますことにした。一人目の殉教者が連れ出され、火刑の柱に縛り付けられて、燃えさかる炎に包まれた。その体が炭になりかけて、「もう再び動くことはないだろう」と二人が思った時、この受難者は両手を頭の上に挙げて、三回手を叩いた。拷問用の台や、地下牢や、柱は、もはや一般的ではなくなったが、それでも、敵意に満ちた激しい迫害の時代と同じように、証しは必要とされているだけでなく憎まれているのである。


  教会の霊性が低下する時、学級集会、祈りの集会、盟約集会、証しの集会は閑散としたものになる。他方、展示会、祭り、バザー、豆類夕食、ロバパーティー、娯楽には、この同じ教会に群衆が群がる。この有様と「御霊に満たされた」教会とを比較せよ。証しする集会が大きくなるなら、いま述べたような子供じみた大騒ぎはもはや必要なくなるのである。


  人が真に聖霊を受ける時、その人は神が自分のために、自分の内になしてくださったことを証ししたくなる。恐るべき死の不気味な顔を前にしても、駆り立てるある力によって話すよう強いられる。イエスのために死んだ者たちは、もし自分の平安にしがみついていたなら、決して殉教者にはならなかったであろう。黙っていられなかったので、彼らは自分の命をささげた。彼らは「それを生きてはならない」と言われたのではなく、「もはやこの名によって教えてはならない」と言われたのである。イエスに対する反対はどれも、彼の公の宣べ伝えと働きのためだった。もし彼が静かに動き回っていたなら、もし「山上の垂訓」の代わりにタルムードについての講義をしていたなら、ユダヤ人たちが立ち上がってイエスを死に渡すことは決してなかっただろう。「それを生きるのはかまわないが、それについては黙っていろ」と悪魔は言う。しかし、人生のほとんどは自分が語る言葉から成っており、自分の話の中から神の御子を締め出す者は、自分の心からも締め出すのである。人に聖霊による告白を差し控えさせるなら、その人はたとえどこにいたとしてもそれを生きる力を失う。「心に信じること」と「口で告白すること」は双子であって分けられないし、分けてはならないのである。


  



  第七章 性的差別のない教会


  理想的なペンテコステの教会には、性の上下の区別はない。聖霊が注ぎ出された時、女たちも男たちと同様に敬われた。「この人々はみな、女たちと共に、一つ心で祈りと願い求めの中に居続けた」。「わたしはすべての肉の上にわたしの霊を注ぐ。すると、あなたの息子たちや娘たちは預言する」。「その日には、わたしの僕たちやはしためたちの上にわたしの霊を注ぐ」。御霊によるこの聖なるバプテスマを施される時、男たちだけでなく女たちも預言する。総会や公会議による統治について、聖書は何も述べていない。


  元々、女は男の助け手であっただけでなく、対等な者だったのである。「彼ら二人は一体となる」。罪により、女は呪われ、地位が低下した。そしてついには、暗黒の異教国では、女は男の奴隷になった。多くの異教国では、女は使役される獣である。女は奴隷とされ、卑しくされ、虐待されて、動物よりも低くされている。「異教の地では、私は女でいるよりはロバでいたい」とは、ムーディー氏もよく言ったものである。なぜなら、異教の国々では、男たちは自分の妻よりも自分のロバを何倍も重んじているからである。


  しかし、神の恵みと福音の光が広がるにつれて、女の地位は向上する。そしてついには、ペンテコステの時、第二のエバである女は夫の傍らに立って、御霊のバプテスマという至福の祝福にあずかるのである。


  人類全体としては、「男たちの間より女たちの間に、新約聖書的な真の敬虔さが多く見られる」と確信をもって言うことができる。ペンテコステの日から今に至るまで、聖霊のリバイバルが起きる時は常に、聖なる女たちが母親の役割を果たして、生まれ出た回心者たちを世話して力と活力のある者にしてきた。多くのエリザベス・フライ、メアリー・フレッチャー、シビル・ジョーンズが、その聖なる務めをもってこの世に祝福を与えてきた。この聖徒たちの愛の生涯が放つ香しい効力に、この世は決して打ち勝てない。


  男たちの嫉妬、偏見、頑固さ、威張ることを好むケチな精神のせいで、教会は女性を公に認めてこなかった。聖霊をよく知っている教会なら、女性の公の務めに反対したりはしない。男ではなかなか敵わない明瞭さ、力、効力をもって、福音を宣べ伝えることができる多くの女性をわれわれは知っている。


  姉妹たちよ、われらの主の栄光の福音を宣べ伝えるために、聖霊があなたたちを満たし、召し、油塗られますように。


  



  第八章 物惜しみしない教会


  「彼らは自分の所有や持ち物を売り、各自の必要に応じてそれを全員に分けた」。「彼らの間には乏しい者がだれもいなかった。なぜなら、土地や家を持つ者たちはそれらを売り払い、売却したものの値を持って来て、使徒たちの足下に置いたからである」。


  注意したいのは施しの方法ではなく、この惜しみない行動の背後にある精神である。その現れは変わるかもしれないが、ペンテコステの精神は決して変わらない。使徒たちの時代から今日に至るまで、ペンテコステの火が人々や諸教会の上に下る時は常に、財布の紐は焼き払われ、その所有者は施しの霊で満たされてきた。霊の稲妻により、吝嗇、物惜しみ、けちけちした精神、強欲さはことごとく焼き尽くされ、われわれはふんだんに与えるようになる。その時、われわれの目は初めて聖霊によって照らされ、「受けるより与える方が幸いである」ことを真に悟るようになる。持ち物を与えれば与えるほど、神の恵みの法則をわれわれは理解するようになる。


  これはもちろん、人の法則や先例に全く反する。人の理屈とは正反対である。この世は言う、「富みたければ、得たものをすべて蓄え、できるだけ多くのものを得よ」と。神は言われる、「行って、自分の持ち物をすべて売り払い、貧しい者に与えよ」と。「自分の息子が飢えているのに、瓶のなかにある最後のわずかな食料を与えるようやもめに求めるのは、全く馬鹿げたことだ」と、この世は言ったであろう。しかし、やもめが貴重な食物を神の預言者に与えた時、神は彼女に尽きない食料庫をお与えになったのである。これが、尽きない供給をやもめに開く神の方法だった。瓶の底から取ったわずかな食料は、間違いなく古くてかび臭いものだったが、無限の蓄えを持つ倉庫を解錠する鍵だったのである。


  「施し散らしてかえって増す者があり、与えるべきものを差し控えてかえって貧しくなる者がある」。「物惜しみしない人は肥え、潤す者は自分も潤される」。「少なく蒔く者は少なく刈り取り、多く蒔く者は多く刈り取る」。「しぶしぶ与えたり、必要に迫られて与えたりしてはならない。神は喜んで与える者を愛してくださるからである」。「あなたの財産と、あなたの収穫の初穂とをもって主をあがめよ。そうするなら、あなたの倉は多くのもので満ち、あなたの酒ぶねは新しいぶどう酒で溢れる」。われわれが主に与えるものはみな、明らかに利得となり、蓄えるものはすべて失われる。


  われわれが蓄えた金は火のようにわれわれの肉を食らうであろう。「主の働きに投じる金はどれも、ポケットからなくなった金である」と、われわれの教会の多くの人々が感じている。これを思い出すなら、金が必要になる時、「困った」と人々が叫ぶのも不思議ではない。しかし、物惜しみしないで与える者は、決して困ったと不平を鳴らさない。惜しみなく主に与える人には、与えるものが常にあるものである。


  筆者が奉仕することを許されている諸教会の中で、困った目に遭って不平を鳴らしているのは、わずかしか与えない人々や何も与えない人々だった。事実、彼らは何も与えないのである。収入の十分の一という賃料を払わないからである。借金以上の自由意志によるささげ物については言うまでもない。


  ペンテコステの教会は、神無きキリスト無きこの世と不潔な関係を持って姦淫を犯さずとも、常に多くの金を持つ。金を得るためにこの世に自分を雇ってもらったり、売り渡したりする必要はない。異邦人の奴隷となって、異邦人にカキやアサリやケーキやアイス・クリームを食べさせる必要に陥ることは決してない。神の家を二流の劇場にする必要や、商品で宮の神聖を汚す必要に陥ることは決してない。ペンテコステ的な施しは、われわれの教会の負債を清算し、借金を帳消しにし、教会の金庫を溢れるほどに満たす。異教徒の救いのために外国の地に数百万ドル送る。人が聖霊を受ける時、自分の頭にかぶる帽子には五ドル費やし、宣教団の献金箱には五セントしか入れない、ということはなくなる。二十五ドルの外套を着るのをやめて、ついには教会の用途のために、籠の中に四分の一以上投じられるようになる。


  ニュー・イングランドにおけるわれわれの特別集会の一つで、ある裕福な人とその妻が聖霊のバプテスマを求めて祭壇にやって来た。彼らは聖霊の証しが得られないようだったが、われわれにはその理由がわからなかった。彼らは翌晩再び戻って来た。案内係がわれわれに教えてくれたのだが、献金箱が回されて来た時、その紳士は一ペニーを中に入れ、その妻は二ペニーを中に落とした、とのことだった。招きがなされた時、この夫婦がまたやって来た。このようにけちけちした求め方が無駄に終わったことは言うまでもない。彼らが三セント分の霊的祝福を得たかどうかすら疑わしい。


  あるクリスチャンの婦人が、ある日、教会から戻った後、説教の退屈さについて不平を鳴らした。彼女の小さな少年は、彼女の隣の会衆席に座って、彼女の献金額を見ていたのだが、すぐさま、「でも、ママ、五セント硬貨一枚で何が期待できるの！」と答えた。


  この気前よさを生み出す天空からの炎以外に、教会を破産や負債の重荷から守るものはない。この炎が下る時、会衆席料、娯楽、バザー、祭り、粗末な夕食、他のあらゆる悪魔的馬鹿さ加減は消え去る。主よ、この火を下したまえ。


  



  第九章 示威的教会


  「この人々は新しいぶどう酒に満たされている」。「その音は響き渡り」、人々は「みな驚いた」。この世は、宗教以外のあらゆることで、熱意を称賛して褒め称えている。この国はあらゆる人間活動の巣である。無数の止むことのない活動の、がやがやした音、轟音、ざわめきを、われわれは耳にしている。大気は商業的、政治的、社会的、知的熱意に満ちている。ものぐささや怠惰に人々はほとんど耐えられない。しかし、それにもかかわらず、健全な宗教的感情については、ことごとく疑いの目で見られており、御霊に酔うことは狂信の烙印を押されている。こうして、反対する批判により、数千もの人々が沈黙している。


  数百の教会は、礼儀正しさのせいで死にかけている。ペンテコステの時に教会がどうしたのか、われわれは特に告げられているわけではないが、次のことはきわめて明白である。すなわち、「彼らはみな酔っている」と公衆が考えるような形で、人々は振る舞ったのである。われわれはまた次のことを知っている。今でもクリスチャンたちが聖霊を受ける時、泣く者もいれば、叫ぶ者もいる。また、飛び跳ねる者もいれば、魂の中に聖なる静けさを抱えて死んだようにじっとしている者もいる。しかし、霊的な教会は、ペンテコステから今日に至るまで、常に騒がしい教会だった。ペンテコステの賜物は常に「響き渡る」ものである。今日の普通の会衆のことを酔っていると思う者はだれもいないであろう。ただし、これは彼らが進んだ段階にあって、例えば眠っているなどと考えてはならない場合に限られる。


  多くの人々は、内なる御霊の動きを表すことに失敗したり、拒んだせいで、あるいは、それを無視したせいで、自分の魂から光と喜びを失った。多くの人がこう告白している、「『アーメン！』『主を賛美します！』「ハレルヤ！』と公の人々の集まりで言うべきである、と何度も何度も感じたのですが、そうするのを差し控えたところ、間もなく、『ハレルヤ！』と言うことが何もなくなってしまいました」と。


  クエーカー主義の初期の頃、奉仕者たちはしばしば野原で群衆に宣べ伝えた。そのような時、しばしば、数百の人が聖霊のほふる力の下で地面に倒れ伏した。初期のメソジスト主義では、広々とした「アーメンコーナー（熱心な信者が座る講壇近くの席、訳注）」があって、響き渡る「アーメン」で満ちていただけでなく、会衆全体にわたって叫ぶことが普通だった。ノースサンプトンの組合教会のジョナサン・エドワーズが「怒れる神の御手の中にある罪人たち」を説教した時、人々は家の柱や会衆席の背にしがみついた。自分の足が底なき地獄の縁にあって滑り落ちようとしているのを見たからである――人々は堅くそう信じていたのである！すすり泣き、嘆き悲しみ、悲嘆の声が、呪われた彼らから立ち上った。その説教の結果、五百名の人が回心したと見積もられている。筆者自身、一度に六百名の人々が神を求めるのを見たことがある。


  ロード・アイランドのポーツマスで開かれた野外集会で、火の冠を戴く聖潔の伝道者たちの一人が説教したところ、その説教の終わり頃、通常の「招き」がまだなされていないにもかかわらず、六十五名の人が藁の中に倒れ伏した。その屋外集会の別の時、ある聖徒の兄弟が説教したところ、力が人々の上に大いに下ったため、その説教が終わる前に、人々は前に進んで来て、祭壇にひれ伏し始めた。屈強の男たちが前に進み始めようとしても、祭壇に着く前に倒れてしまうのであった。このようなことが続いて、ついには四十二名の人が伏して神に叫んだのである。


  一八九四年一月、西部インディアナの真面目で保守的なクエーカーの会衆の上に聖霊が下った。祭壇に来るよう求められた人はだれもいなかったし、行動で示そうという努力は何もなされなかった。一人の姉妹が立ち上がり、祭壇の所に来て、泣き始めた。一人また一人とそれに続き、ついに大きな祭壇が完全に埋め尽くされた。次に、認罪の下にある人々が会衆の中に降りて行き始めた。離れた所にある後方の玄関の近くで、人々はひざまずいて祈った。するとたちまち、聖なる火が天空から下り、その大会衆の上を行き巡って、人々の心を地面に打ち倒したのである。多くの人が声を出して同時に祈った（クエーカーの集会ではきわめて異例のことだった）。すすり泣きや笑い、叫びや嘆き悲しみ、ハンカチを振ることや握手といった光景が、その家の至る所で見られた。


  われわれは空っぽの雲から雷を得ようとしているのではない。また、空っぽの荷馬車のガタガタ音を褒めているのではない。しかし、この世は興奮を称賛しており、興奮はほとんどすべてのペンテコステ教会に共通するものであるが、この興奮を放棄するなら決して魂の収穫は得られないのである。


  ナイル川の三角州の無尽蔵の豊かさは、毎年の洪水のおかげである。説教者、正統的で真っ直ぐな尊敬すべき強力な論客、楽しい語り手の多くは、決してあまり益にならない。なぜなら、真っ当すぎて、洪水を決して喜ばないからである。このような説教者は雄弁さで会衆の称賛を博し、人々はうっとりと耳を傾け、賛同の意を惜しみなく表明するかもしれない。しかし、それにもかかわらず、罪から救われる者は皆無であり、心が地獄から立ち返ることもない。上品で、洗練されており、雄弁なのだが、それでも、この説教者には人々を神に立ち返らせる力がない。これは何を意味するのか？土手から堤まで魂を満たす洪水を、その説教者は必要としているのである。


  われわれは「盗んではならない」と命じられているのと同じように、「御霊を消してはならない」と命じられている。御霊は、ご自分が統治できて競合者がいないときだけ、われわれの心の中にとどまってくださる。聖霊を悲しめたり、抑え込んだり、侮辱したりしてはならない。また、聖霊がわれわれと共に取っておられる道の正しさに疑問を持つことすらしてはならない。


  



  第十章 人を引きつける、魅力のある教会


  「群衆が集まった」。ペンテコステ主義が今日直面している最大の問題の一つは、「どうやって大衆に手を差し伸べればいいのか？」ということである。大会議が開催され、大演壇からこの問題が何度も何度も議論されてきた。諸々の方法や手段を考案するのだが、適切なものは一つも見つからない。ニューヨークのある億万長者は言う、「大衆に手を差し伸べることができるなら、そのために百五十万ドル与えよう」と。しかし、金では駄目である。「きわめて聡明で、雄弁な、『魅力ある』奉仕者たちを雇おう」と提案する者もいる。しかし、ああ、説教者は見いだすのである、死せる教会の会員たちという邪魔な屍を乗り越えて罪人たちを教会の中に引き寄せる働きの困難さを。新しいパイプオルガンを提案する人もいるが、この素晴らしい楽器の目新しさがなくなるやいなや、大衆は来なくなる。熱心な耽美主義者は、もっと多くのフレスコ画、多少多めのしっくい作業、新しい絨毯、聖歌隊に加える別のカナリヤに固執する。美食家は胃袋という方法を用いて人々を集める可能性を提案する。そいうわけで、Ｈ．Ｏ．Ｇ．協会は教会に台所を備え付けて、三百パーセントの利益率で薄いカキのスープを売っているのである。しかし、台所でぶらついている教会のこの馬鹿げた行いにもかかわらず、救われていない大衆は全くその影響を受けないし、魅力を感じもしないのである。「方法や手段」に関するこの委員会は、「われわれには新しい教会が必要である」と言い出す始末である。それで、五万ドルの値打ちがある石や煉瓦やしっくいを積み上げて、その上に風見鶏を据えたのである。その下で礼拝している、風向きによって影響される会衆にお似合いである。この巨大建造物が「教会」と称されている。しかし、ああ、この素晴らしい大会堂は容易に千二百名収用できるのだが、神学博士、法学博士、哲学博士である牧師のジョーンズ氏は、幼稚な短い説教を日曜の朝に、たった三百五十人の聴衆に向かって読んでいるのである！


  われわれは奉仕者たちの集会に集まり、この状況について議論し、嘆き悲しむ。われわれはこの問題についての長い小論に耳を傾ける。その小論では解決策としてありとあらゆるものが提案されるのだが、一つの点に欠けている。そして、その一つの点こそ効果があるのである。「奉仕者たちこそ、自分の避雷針を打ち倒し、『上の部屋』にひれ伏して、天の炎が隔てを超えて天の祭壇から人々の心に燃え移るまでそこにとどまるべきではないだろうか？この天の炎は、奉仕者や教会の高ぶりを焼き尽くし、偽りの威厳や地獄が造り上げたしがらみから務めを解放し、助けるべき人々の水準に務めをもたらす」とあえて言う者はだれもいない。次に、われわれは数人の頭脳にではなく、神に拠り頼むべきである。われわれは、「大説教」、翼を広げた鷲のような話術、仰々しい大言壮語にではなく、聖霊に頼る。その時、祝福に満ちた御霊は、われわれの努力、運動、方法が決してなしえなかったことを成し遂げてくださる。高い天からのこの霊的電気は、われわれのガラクタを焼き尽くし、この世の注意を引き、魂を救う「失われた技術」を教会に回復してくれる。


  モーセは、ホレブの道に沿って旅をしていた時、燃える茨を見たが、その茨は燃え尽きなかった。「そこでモーセは、『向きを変えて、なぜ茨が燃え尽きないのか、この大いなる光景を見よう』と言った」。今はせわしく忙しい時代であることを皆が認める。今は流れの速い時代である。「人生はあまりにも短い」。人々は待つことができない。地球の東向きの公転速度よりも、思考伝達のための人の手段の方が速い。それで、ボストン新聞がその日付けの二時間前にサンフランシスコで読まれているのである。しかし、われわれのこのせわしない生活の競争、奮闘、喧噪にもかかわらず、もし教会が聖なる炎で燃え上がるなら、人々は大挙して向きを変え、この「大いなる光景」を見るであろう。


  火に向かう人々の俊敏さ、素早さを見よ。筆者がある東部の町に泊まっていた時、真夜中に火報が鳴りだした。窓を開けると、人々が四方八方からやって来て、炎が立ち上っている建物の方に向かっているのが見えた。興奮した興味津々の群衆は、あらゆる階級や身分の人々でごったがえしていた。とりわけ筆者の目にとまったのは、一人の白髪の老人だった。その老人は、松葉杖でよたよたと火災現場に向かっていた。足の不自由な者も怠惰な者も、金持ちも貧乏人も、身分の高い人も低い人も、白人も黒人も、みなが火事に魅せられていた。講壇の火や会衆席の火は群衆を共に引き寄せる。神の描写、筆記によると、奉仕者は「火の炎」である。六フィート長の白熱したこの講壇の炎は、それが燃やし尽くす領域内にいるあらゆる階級の人々を引きつけるであろう。


  ペンテコステの教会は、宣伝に金を費やさなかった。人をきわめて引きつける性格を帯びていたのである。人気取りは、常のごとく失敗する。人の巧みな技巧は成功しない。筆者はニューイングランド市のある教会を知っている。その教会では、三十ヶ月間、夏も冬も、毎週、この聖なる炎が群衆を引き寄せ続けた。暑い七月と八月の間、他の教会の大部分は（まるで涼むには冷蔵庫が必要であるかのように）避暑のために海辺に出かけたが、このペンテコステの教会は入口の所まで人で詰まっていて、人々は向きを変えて立ち見の場所を求めたのであった。火の冠を戴く教会は、決して群衆に事欠かないのである。


  



  第十一章 人々に罪を悟らせる教会


  「人々は心を刺された」。「聖霊が来られる時、罪について、義について、裁きについて、この世を責めます」。祝福に満ちた聖霊は、信者の心の中に「来られる時」、罪人たちに罪を認めさせる。聖霊の信実さは不変であり、この信実さをもって、聖霊はこの件に関してクリスチャンの信仰に応えてくださる。


  聖書の時代に人々の上に臨んだこの認罪は、今日では比較的まれである。しかし、真正な聖書的回心には、深く厳しい認罪が先立つ。イエスが来られたのは、義人ではなく、自分の罪深さを意識している罪人を救うためである。イエスは失われた者を探しておられる。したがって、自分が失われていることに気づかないかぎり、人々は決して救われない。救われている証拠を示さない者を教会員として迎え入れる時、われわれは悲しむべき間違いを犯す。過去四半世紀に流行したリバイバルはきわめて皮相的であった。その方法は、手を上げること、記帳すること、聴聞室――そこで「求道者」（？）は郵便ポストのように直立して座り、宗教的話題について冷静に話すのである――に入ること、そして最後に「信仰によって得ること」である。これは恐るべきペテンであり、真のリバイバルに対する茶番である。ゾッとするような欺きである。数千の人が「教会」の中に掻き集められるが、そこから地獄に行くのである！信実な福音を宣べ伝える人々に欠けているせいで、人々は小隊や大隊を組んで地獄の口の中に落ちつつある。いま述べたような皮相的なリバイバルでは、徹底的な働きをする人々の邪魔をするだけである。


  いわゆる聖潔の教師や働き人の中にさえ、易きに流れる傾向がある。恵みを得る条件として口で告白するよう、多くの求道者が教わっている。「信仰によって要求して、『成就した』と言いさえすれば、成就される」。このような間違った指導を受けた人々に、「自分が救われていることや聖化されていることを知っていますか？」と尋ねてみよ。場合によっては、「私はキリストを救い主として、あるいは潔め主として受け入れました」という答えが返ってくるであろう。「私はただ信頼するだけです。私には御霊の証しはありませんが、私は感情に頼りません。私はただ約束の上に立つだけです」。こういうことは全く馬鹿げており、茶番である。第一に、約束の真価はその成就にある。約束が成就されていないのに、「約束の上に立つ」と言うのは愚かなことである。信仰は努力ではない。信仰は安息であって、常に応答を得る。全く服従している心という土地では、信仰はたやすく芽生える。千人中一人たりとも、神聖な経験をするのに、信仰上の実際問題を抱えることはない。赦しを求めなければならないとき、たいてい悔い改めに問題がある。清い心を求めている人の場合、献身に欠けているのである。


  罪人が徹底的に悔い改める時、信仰の恵みが信仰を芽生えさせる。信者が献身して、どん底まで深く、深く降りて行く時、そしてついには「自分も、人も、他の何ものも自分を潔められない」と自信を喪失するようになる時、神の上に倒れて神に信頼することは、容易で実に自然なことになる。「私は信仰によって握ったのですが、その証拠を受けませんでした」と言う者もいる。ありえないことである。信仰そのものが「目に見えないものの証拠」なのであり、真の信仰は御霊の証しをもたらす。御霊の証しはわれわれを信仰の領域から連れ出して、知識の領域にもたらす。われわれは信じた事柄を知るようになる。真の信仰は神からのあらゆる祝福を得る経路である。


  信じる者は神の語りかけを聞く。「条件はすべて満たしたのに、天から何の返事もない」と主張することは、神に嘘をつくことである。したがって、「信仰の生活」はパンと水を食することではない。「パンに欠けることのない」生活である。望むなら、一日に三回正餐を食べることができる。「信仰によって生きる」人は、上質なステーキや肩肉を得る公算が大きいのである。


  浅はかさは除かれねばならない。「みなさん、兄弟たちよ、救われるにはどうすればいいのでしょう？」と人々が叫び出すようになるには、聖霊による認罪の働きがなければならない。聖霊は「神格の格位」であり、聖霊だけが魂を導ける。祭壇で奉仕する時、多くの場合、われわれはあまりにも多くの求道者たちに話しかけるという失敗を犯す。求道者たちに十分に話しかけ、歌い、叫ぶことのできる者はだれもいない。このような働きをするなら、間もなくやり直さなければならなくなる。祭壇に駆けつけて神に叫ぶ機会を人々が喜ぶようになるほどまでに、聖霊は人々に罪を認めさせることができる。人々に祭壇に来て、祈り、信じ、証しするようお願いするなら、われわれはこのお願いの働きを永遠にし続ける羽目になる。しかも、たとえそうしたとしても、人々を後退から守れないのである。しかし他方、人々が十分に罪を認めて、砕かれ、叫びだし、祈り抜いて完全な勝利に至るなら、だれも「あなたは救われている」と告げる必要はない。救われたことを自ら知るからである。


  今の時代の大きな誤りの一つは、「立派な成果を得るには立派な方法を用いなければならない」と多くの人が考えて、そう述べていることである。それで、立派な手段が求められている。しかし、これはちがう。神は「モーセの杖」「角笛」「牧者の投石機」「雄牛の突き棒」を用いて偉大な業をなすことができる。神は無に等しいものを用いて、在るものを無に帰すことができる。導線自身には命も力もない。それを火薬庫の中に差し込んでも、驚くべき結果は何も生じない。全く無害である。しかし、この無力な電線に電気を流すなら、数千トンの岩石が宙に舞うのである。海底ケーブルにこの素晴らしい電気を流してみよ。深さ数千マイルの深海で、神のメッセージが閃光の速さで伝わるのである。


  働き人たちがよく犯す過ちは、道具立てを重んじることである。わずかな魚しかとれないように神がなさる時、われわれは自分の網に香をたいてしまう。神に栄光を帰しそこなってしまう。われわれが栄光を盗むおそれがあるから、神はわれわれに大成功を委ねられないのではないだろうか？


  



  第十二章 健全な回心者を有する教会


  人々は「使徒たちの教えと交わりの中に堅く居続けた」と描写されている。健康な母親は健康な子供たちを産み、霊的に強い教会は強くて活発な回心者たちを有するようになる。何事も、良い始まりには無限の価値がある。特に宗教的経験の場合にそうである。霊的な生まれの良さ、というものがある。弱々しい教会は、かりに回心者を得たとしても、弱々しい回心者しか得られない。罪人たちに罪を認めさせて、おそらく、祈りの場所にもたらすだけの命や力はあるかもしれない。しかし、彼らを先に進ませて勝利の地点にもたらす信仰と祈りには欠けているのである。


  教会の霊的活力を大いに増し加えて強めないリバイバルは皮相的である。いわゆるリバイバルの働きの多くは浅はかすぎて、その特別な奉仕が終わると、数千名にのぼった「回心者たち」は四ヶ月もすると居場所がわからなくなってしまう。彼らの姿を祈りの集会に見いだすことはできない。組会にもいない。日曜の説教集会にも出席しない。彼らの宗教上の存在を示す唯一の証拠は、教会名簿にある名前だけである。百日間の合同集会が、著名な伝道者の指導の下、われわれの大都市の一つで開かれた。数百の人が記帳し、宗教的な告白をしたが、二、三ヶ月で姿が見えなくなってしまった。実に、「この特別集会の後、私たちの教会は以前よりも悪くなってしまった」と牧師たち自身が告白しているのである。別の伝道者がある都市に行き、昔ながらの火のような福音を宣べ伝え始めた。彼の「壇上の振る舞い」は粗野で不愉快なものだった。きわめて無骨で荒削りな真理そのものが語り出され、その縁や角を丸めることはほとんどできないほどであった。牧師ですら不快に思ったのである。しかし、その伝道者は神を畏れつつ継続した。すると、主はご自分の真理を証しして、力と認罪を人々の上に送られ、ついには三百二十五名の人が救われたことを告白して、その教会に仮入会したのである。六ヶ月後、このうちの二百七十五名が正式に教会に受け入れられたのであった。


  テサロニケにはたくましい回心者たちがいたことが記されている。パウロは彼らについてこう述べている、「私たちの福音があなたたちのところに来たのは、言葉によるだけでなく、力にもよりました。あなたたちは大きな苦しみの中で、聖霊による喜びをもって、御言葉を受け入れました」。彼らはたくましい回心者だったので、まだ完全には潔められていなかったにもかかわらず、「信じる者すべての模範」となり、彼らの「神に向かう信仰」は「広まった」のである。この活力の秘訣は何だったのか？パウロは、彼自身聖霊に満たされている人だったが、「聖書を開いて提示しつつ、彼らと論じ」ることにより、彼らの間で務めを開始した。彼には感動的な逸話の蓄えはなかった。また、胸が張り裂けるような死の床の光景を説いて、人々の心を掻き立てることもしなかった。罪を認めさせる力を持つ福音を宣べ伝えたのである。この宣べ伝えは大いに良心を掻き立てて、罪人の目の前に多くの罪を効果的に示した。そのため、人々は熱心に、赦しを求めて神を呼び求めたのである。この結果を生じさせたのは、パウロの「個人的魅力」や雄弁さではなかった。彼が宣べ伝えたのは「体の病」のためだった、と彼は述べている。彼は言う、「私があなたたちと共にいた時、私は弱く、大いに恐れおののいていました。私の話は、人の知恵による麗しい言葉によったのではなく、御霊と力の現れによるものでした。それは、あなたたちの信仰が人の知恵ではなく、神の力によって立つようになるためでした」。「パウロの先天的能力や後天的能力は強力である」という意見をパウロは否定する。彼は注意深く、「御霊と力の現れによって」宣べ伝えた、と述べている。まさにそのおかげで、彼の回心者たちは「神の力によって立った」のである。


  かりにペンテコステの教会に「奉仕者集会」のようなものがあったとするなら、それに参加する人々はきっと、ただ状況を嘆き悲しんだり、論文を読んだり、祝祷を述べたりするためだけに集まったりはしなかっただろう。敬虔さの衰退を重大な問題に感じただろう。これは非常に重大な問題であって、軽々しく扱えるものではなかったのである。後退した兄弟を「強い」者たちが回復しなければならない。神によって定められた効果的な諸々の方法が用いられなければならない。初代教会の構成員が、後退に対する解決法や予防法として教会の働きを提案する光景を、われわれは思い浮かべることができない。「回心者を教会の中にとどめておくために、彼らを宣教の働きや、日曜学校のクラスや、聖歌隊のメンバーに加えなければならない」等という考えは思いもよらないことだった。おそらく、回心者たちは支えてもらう必要性を感じていなかっただろう。間違いなく、彼らは「よそには行けない」と思っていた。なぜなら、ペンテコステの日、「喜んで御言葉を受け入れた者はバプテスマされた」からである。今日のいわゆる「回心者」のあまりにも多くは、教会に加わるよう誘導されており、ほとんど強制されている。彼らが真の教会の働きにほとんど関心を寄せず、重力の法則と本来の帰属意識により、たちまち離れ去ってしまうのも無理はない。


  霊的に良い誕生をすることは、回心者が自分が神から生まれたことに関して、自分自身の証しだけでなく、御霊による明確な申し分の無い証しを持つことを意味する。この恵みの予備的働きが心の中で済んだ後、「高き所から力を与えられる」まで「とどまる」よう教わって励まされるなら、その人は使徒たちの信仰、教理、交わりの中に堅く居続けるであろう。聖霊のバプテスマこそ、後退から守る唯一の安全策である。ある人は言った、「神がわれわれを義とされるのはわれわれを聖化するためであり、神がわれわれを聖化されるのはわれわれを義とし続けるためである」。潔められた生活を送っていない人で、義しい生活を送っている人はほとんどいない。いわゆるクリスチャンたちが「罪を犯しては悔い改める」のをわれわれはかなり耳にする。このように話す人々の間で多くの罪が犯されているのは間違いない。しかし、心からの悔い改めが大いになされているとは信じられない。罪の悔い改めは、「罪人のままでいよう」という隠れた意図を持たずに罪を放棄することを意味する。このような心構えを、神は赦しの前に要求されるのである。神は罪人の心や生活の中の罪に耐えられないのと同じように、クリスチャンの心や生活の中の罪にも耐えられない。かりにだれかに対して慈悲が与えられたとするなら、それは罪の赦しの何たるかを経験的に知らない人に対してであるにちがいない。しかし、罪が見いだされる所ではどこでも、神は罪を憎んでおられ、罪を犯したり保持したりすることを一瞬たりとも許されない。したがって、このように毎日罪を放棄して悔い改める人々の数はとても少ない、とわれわれは信じる。絶望して諦めるか、自分を罪から守る恵みを求めて獲得するかのいずれしかないのである。


  「彼らは祈りの中に堅く居続けた」。ペンテコステの教会は、祈る人と祈らない人とに分かれていなかった。その構成員は全員祈る人々だった。彼らにとって祈りは確固たる習慣になっていたので、彼らは祈りの中に堅く居続けたのである。彼らは祈りの集会に出席するよう、ケーキや、コーヒーや、「短い気の利いたもてなし」で誘われたりはしなかった。ああ、彼らは祈りの長さに関して何の規則も設けなかったのである。孤独な人である方が山上で真夜中に祈られた祈りが、常に彼らの模範だった。彼らは「奮起して神にすがった」のである。彼らは祈りの中に居続ける方法、「祈りの中で目を覚まして」いる方法を心得ていた。バクスターは自分の書斎の壁に祈りの呼吸でしみをつけた。初代教会の構成員の一人だったエパフラスは「常に力を尽くして祈った」。ペンテコステの教会の構成員はみなこれと同じように振る舞う。もしわれわれの父祖たちが今日の多数の教会員のように祈りの力を少ししか知らなかったなら、われわれの偉大な宗教団体の幾つかは決して存在していなかっただろう。もし彼らが、神を呼び求める前に、祈り以外のあらゆる手段に頼るという実行――今日ではこれがごく普通だが――に耽っていたなら、大きな宗派は決して生じていなかっただろう。


  ある人が老女の聖徒に、「雄弁な説教で聴衆を喜ばせてくれた新しい奉仕者のことをどう思いますか？」と尋ねた。彼女は、「わかりません。その人が祈るのを聞いたことがありませんから」と答えた。ペンテコステの教会はすべてを神に持ち出した。神が彼らの間違いをすべて正し、彼らの性格を擁護し、彼らの財産を守らなければならない。「何事も思い煩ってはなりません。ただ、何事も祈りによって（中略）あなたたちの求めを神に知ってもらいなさい」が、彼らの耳に常に鳴り響く勧めだった。彼らは祈りの雰囲気の中に生き、「主イエスよ、私の霊をお受けください」と祈りつつ死んだのである。


  今日、道徳的な英雄や女傑からなる種族が大いに必要である――押し寄せる俗化の潮流や妥協の精神に抵抗できる男女、そして、賄賂で買収されて真理を捨て去らない男女が必要である。


  もし聖霊が人々に罪を認めさせることを許されるなら、そして、人々が自分自身や、自分の感情や、伝道者の言葉や、牧者の意見に頼る代わりに、救いの証しのために神を見上げるよう教わるなら、神は人々に天から答えてくださり、人々はそれ以上の証拠をもはや望まなくなるだろう。そして、彼らは「堅く立って、動かされることなく、常に主の働きに励み」続けるであろう。アーメン。


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は著作権をつけないでください。
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